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議
案
第
６
号　

南
相
馬
市
原
子
力

災
害
に
よ
る
被
災
者
に
対
す
る
市

税
の
減
免
に
関
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

　

原
子
力
災
害
に
よ
る
被
災
者
に

対
す
る
平
成
24
年
度
等
の
固
定
資

産
税
及
び
軽
自
動
車
税
の
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
、
新
た
に
条
例
を

制
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

施
行
日　

平
成
24
年
４
月
１
日

３３月議会月議会 【３月第２回定例会】【３月第２回定例会】
　　３月定例会は３月２日から３月 22日までの 21日間行われ、３月定例会は３月２日から３月 22日までの 21日間行われ、
議案53件（予算関係29件、その他24件）、報告１件、議員提議案53件（予算関係29件、その他24件）、報告１件、議員提
出議案４件、委員会提出議案３件を原案のとおり可決しました。出議案４件、委員会提出議案３件を原案のとおり可決しました。

議
案
第
４
号　

南
相
馬
市
東
日
本

大
震
災
復
興
交
付
金
基
金
条
例
制

定
に
つ
い
て

　

復
興
交
付
金
事
業
計
画
に
基
づ

く
事
業
又
は
事
務
に
要
す
る
経
費

の
財
源
に
充
て
る
基
金
を
造
成
す

る
た
め
、
新
た
に
条
例
を
制
定
す

る
も
の
。

復
興
交
付
金
額

　

１
月
末
現
在
申
請
額

　
　
　
　

約
137
億
４
千
900
万
円
。

　

※
補
正
で
は
、
約
196
億
円
。

議
案
第
５
号　

南
相
馬
市
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

　

市
県
民
税
均
等
割
額
を
次
の
と

お
り
改
正
す
る
。

定　

例　

会

現　行 改正後

県民税均等割 1,000円 1,500円
森林環境税 1,000円 1,000円
市民税均等割 3,000円 3,500円
合 計 5,000円 6,000円

条
例
な
ど

地 域 区 分 等 減免等の区分（H24年度）

震
災浸水区域等 課税免除又は1/2減免

（指定区域による）

原
子
力
災
害

警戒区域 課税免除
計画的避難区域 課税免除
旧緊急時避難準備区域 １／２減免
特定避難勧奨地点 全額免除又は１／２減免

その他の区域 １／２減免

議
員
報
酬
10
％
減
額
を

　
　
　
　
　

新
年
度
も
継
続

　

３
月
定
例
議
会
に
お
い
て
は
、
復
旧
・
復
興
対
策
及
び
原

子
力
災
害
へ
の
対
応
に
必
要
な
財
源
確
保
に
向
け
て
、
議

員
提
案
の
条
例
改
正
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
10
パ
ー
セ
ン
ト

減
額
し
た
議
員
報
酬
を
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
継
続
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
議
員
報
酬
、
期
末
手
当
な
ど
合
わ
せ
て

年
間
約
２
千
20
万
円
の
経
費
削
減
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

区　分 減額前の月額報酬 減額後の月額報酬

議　　　長 ４６万３，０００円 ４１万６，７００円

副　議　長 ４０万６，０００円 ３６万５，４００円

議　　　員 ３８万５，０００円 ３４万６，５００円

【議員報酬の減額内容】
減額期間：平成23年５月１日から平成25年３月 31日まで

固定資産税の減免〔土地・家屋（平成24年度）〕

個人市民税の税率等の特例

鹿島区小島田地内鹿島区小島田地内
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定
例
会
・
臨
時
会

【
主
な
内
容
】

１　

処
分
す
る
財
産
の
内
訳

　

財
産
の
種
類
：
金
地
金（
12
㎏
）

　

見
込
額
：　

５
千
308
万
８
千
円

　
（
２
月
２
日
現
在　

４
千
424
円

／
ｇ
×
１
万
２
千
ｇ
）

２　

処
分
の
理
由

　

こ
の
金
地
金
は
、
み
ら
い
夢
基

金
の
原
資
と
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
杉
並
区
住
民
関
係
者
か
ら
寄

附
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
り
、
売

却
し
て
基
金
に
積
み
立
て
る
も
の

で
あ
る
。

議
案
第
45
号　

工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

【
主
な
内
容
】

　

契
約
の
目
的

　

雫
浄
化
セ
ン
タ
ー
施
設
災
害
復

旧
工
事

　

契
約
の
相
手
方

　
ア
タ
カ
大
機
株
式
会
社
東
北
支
店

　

契
約
の
金
額　

４
億
２
千
万
円

【
工
事
の
目
的
】

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
地
震
・

津
波
で
被
害
を
受
け
た
雫
浄
化
セ

ン
タ
ー
の
災
害
復
旧
工
事
を
行
う

も
の
で
、
震
災
前
の
性
能
を
回
復

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

※
処
理
規
模　

計
画
処
理
量
82
㎘

／
日
（
し
尿
系
55
㎘
／
日
、
浄

化
槽
汚
泥
系
27
㎘
／
日
）

議
案
第
46
号　

工
事
請
負
変
更
契

約
の
締
結
に
つ
い
て

【
主
な
内
容
】

　

契
約
の
目
的

　

防
災
行
政
無
線
復
旧
整
備
工
事

　

施
行
場
所

　

原
町
区
本
町
二
丁
目
地
区
外

　

契
約
の
相
手
方

　

日
本
電
気
株
式
会
社
福
島
支
店

　

変
更
後
の
増
額

　
　
　

２
億
２
千
689
万
９
千
750
円

【
工
事
の
目
的
】

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を

蒙
っ
た
防
災
行
政
無
線
の
屋
外
拡

声
子
機
の
復
旧
及
び
ア
ナ
ロ
グ
波

か
ら
デ
ジ
タ
ル
波
へ
の
変
更
を
目

的
と
し
て
い
る
。（
た
だ
し
、
警

戒
区
域
を
除
く
）

議
案
第
50
号　

監
査
委
員
の
選
任

に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

高
倉　

一
夫
氏
（
原
町
区
）
新
任

議
案
第
51
号　

教
育
委
員
会
の
委

員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

宮
本　

晴
一
氏
（
原
町
区
）
新
任

議
案
第
52
〜
54
号　

人
権
擁
護
委

員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

大
友　

祥
子
氏
（
小
高
区
）
再
任

志
賀
ケ
イ
子
氏
（
小
高
区
）
再
任

渡
辺　

金
作
氏
（
小
高
区
）
新
任

　

透
明
性
が
高
く
、
市
民
に
身
近

に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
「
開
か
れ

た
議
会
」、「
議
会
運
営
の
効
率
化
」

を
図
り
、
議
会
機
能
の
充
実
・
発

展
を
目
指
し
て
、
議
会
改
革
検
討

委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

委
員
は
、
次
の
通
り
。

　

委　
員　
長　

湊　
　

清
一

　

副
委
員
長　

但
野　

謙
介

　

委　
　

員

　

鈴
木　

昌
一
・
今
村　
　

裕 

　

竹
野　

光
雄
・
小
川　

尚
一 

　

土
田
美
恵
子
・
荒
木
千
恵
子

議
案
第
９
号　

南
相
馬
市
企
業
立

地
促
進
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し

た
企
業
等
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
及

び
他
制
度
と
の
連
携
を
図
る
こ
と

に
よ
り
、
本
市
へ
の
企
業
立
地
を

促
進
さ
せ
る
た
め
、
必
要
な
改
正

を
行
う
も
の
。

施
行
日　

平
成
24
年
４
月
１
日

議
案
第
44
号　

財
産
の
処
分
に
つ

い
て

　

み
ら
い
夢
基
金
の
原
資
と
す
る

こ
と
を
趣
旨
と
し
て
寄
附
を
受
け

た
財
産
を
処
分
す
る
た
め
、
地
方

自
治
法
第
96
条
第
１
項
第
８
号
の

規
程
等
に
よ
り
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
。

要　　件 改正後 改正前

建 築 面 積 300㎡ 500㎡
投 下 固 定
資 産 額 2,000万円 3,000万円

A　
「
福
島
県
復
興
再
生
特
別
措

置
法
案
」
の
拡
充
を
求
め
る
意

見
書

B　

被
災
地
支
援
の
た
め
の
高
速

道
路
無
料
措
置
の
延
長
を
求
め

る
意
見
書

３
月
議
会
で
提
出

さ
れ
た
意
見
書

議
会
改
革
検
討

委
員
会
の
設
置

中小企業者に対する支援制度の拡大
（要件の緩和）

○請願・陳情の提出をされる方へ：次回の６月定例会におい
ては、６月６日㈬午後４時までに提出してください。

受理番号 件　　　名 請願・陳情者氏名 議決状況

請願７
警戒区域解除・見直し
に関する意見書の提出
について

南相馬市原町区
太田地区復興会議

委員長　渡部　紀佐夫
撤回承認

請願１
福島県最低賃金の引き上
げと早期発効を求める意
見書の提出について

日本労働組合総連合会福島
県連合会　原町地区連合

議長　澤田　精一
採　択

陳情５
公的年金の削減に反対
する意見書の提出につ
いて

全日本年金者組合
福島県本部原町支部

支部長　斉藤　盛男
撤回承認

陳情１ 小高区民の帰宅について 南相馬市小高区
渡部　哲男ほか 12 名 継続審査

陳情２ みちのく鹿島球場の早
期復旧について

南相馬市鹿島区
かしま元気スポーツクラブ
会長　佐藤　紀男ほか４名

継続審査

陳情３
「特例水準解消」による
公的年金削減に反対する
意見書の提出について

全日本年金者組合
福島県本部原町支部

支部長　斉藤　盛男
採　択

陳情４
聴覚障がい者へのコ
ミュニケーション支援
の充実と推進について

南相馬市原町区
浜北聴覚障害者会
南相馬市代表　八巻　稔

採　択

３月定例会に提出された請願・陳情とその結果


